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Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：工藤 稔、以下「大同生命」）は、ア

クセンチュア株式会社（社長：江川 昌史、以下「アクセンチュア」）と共同で開発し、2020

年４月に導入した医務査定業務におけるＡＩモデルがビジネスモデル特許を取得いたしまし

たのでお知らせします。なお、同分野での特許取得は業界初となります。 

※医務査定とは、お客さまの健康状態に関するさまざまな情報（告知情報や健康診断結果な

ど）をもとに、保険契約のお引受の可否や契約条件の有無を判断する専門的な事務。 

 

大同生命では、これまでも医務査定業務の効率化・自動化に取り組んでまいりましたが、

医務査定は、お客さまからの告知や過去の検査結果等の多種多様な情報を参照し、医学的な

知識と経験をもって引受可否を判断する必要があるため、一律でのルール化（自動化）が極

めて困難な領域でした。 

そこで、アクセンチュアと共同し、過去数年分（約 10 万件）の保険加入時の申込情報・

健診表などのデータ分析をもとに独自のＡＩモデルを構築、ＡＩによる査定予測と専門人材

による人的判断を組み合わせる態勢を確立したことで、医務査定業務の高度化を図るととも

に、一層の効率化を実現いたしました。 

 

今回のビジネスモデル特許にかかる発明の概要は以下の３つです。 

（１）査定予測の表示 

  死亡保障、医療保障などの商品ごとに、お引受の可否や保険料等の契約条件をＡＩが予

測し、査定担当者の参考情報として提示します。 

  ＜イメージ＞ 

死亡保障  医療保障 重大疾病保障 就業障がい保障  介護保障 

お引受可能  お引受可能 条件あり 条件あり  条件あり 

 

（２）ＡＩの予測に影響を与えた因子の表示 

  ＡＩは査定予測だけでなく、予測に影響を与えた因子（病名・検査数値等）を提示しま

す。これにより、従来の汎用的なＡＩソリューションでは実現困難であった「ＡＩによ

る判断プロセス」を可視化し、予測モデルの継続的な精度向上につなげます。 

 

（３）類似案件の抽出 

  過去数年分の蓄積情報から、お申込条件が類似する契約案件を抽出し、査定担当者に提

示することで、ＡＩの査定予測にプラスして査定担当者の人的判断を支援します。 

 ビジネスモデル特許の取得 ～業界初となる医務査定業務へのＡＩ活用～



 今後は、ＡＩの査定予測および査定担当者による人的判断も踏まえた査定結果を蓄積し、

ＡＩ予測モデルの精度向上に継続的に取り組むことで、お客さまへの迅速な引受可否のご回

答や保険引受業務のさらなる高度化・効率化につなげてまいります。 

 

 大同生命では、今後も先進技術を活用し、より多くのお客さまに「最高の安心」と「最大

の満足」をお届けできるよう、新たな取組みにチャレンジしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご参考＞その他ＡＩを用いた取組みの概要 

 大同生命では医務査定ＡＩの他、次のＡＩ技術を活用した取組みを推進しています。 

施策 概要 

①支払査定へのＡＩ活用

（2019年4月～） 

・担当者が確認していた複数回の入院請求における原因疾

患の関係性の判定をサポートするＡＩを導入し、迅速な

お支払につなげています。 

②チャットボットの活用 

（2020年1月～） 

・社内の様々な照会に、自動応答エンジンを搭載したチャ

ットボットが即時回答しています。 

③帳票読取・データ化へ

のＡＩ－ＯＣＲの活用 

（2020年10月～） 

・担当者が入力していた申込書や各種請求書を、ＡＩを搭

載した光学式読取装置「ＡＩ－ＯＣＲ」が自動的に読み

取り、データ化しています。 

以 上 

 

【アクセンチュアとの協働】 

 大同生命では、現在の中期経営計画（2019～2021）の契約事務領域における最新テ

クノロジーの活用について、アクセンチュアと協働してまいりました。 

本件はその一環として開発・運用に至った施策となります。 

【ビジネスモデル特許（特許第６８２８２０９号）にかかる発明の概要】 

＜発明の名称＞ 

医務査定支援装置、医務査定支援方法および医務査定支援プログラム 

＜技術の概要＞ 

過去の保険加入時の申込情報・健診表・お客さまの告知情報などをもとに、ロジス

ティック回帰モデル（※）を用いて構築した、医務査定の判断に資する情報をアウ

トプットする独自のＡＩ予測モデル。 

（※）複数の変数（因子）から結果を予測する分析方法 

＜主な機能＞ 

・保険契約の種類に応じた医務査定結果の予測、予測精度の出力 

・査定結果の予測に影響を与えた注目因子（病名・検査結果）の特定 

・保険契約申込と申込内容が類似する過去の案件の抽出 

〔お問合せ先〕広報課（kouhou@daido-life.co.jp）


